
J245-018 会場: 302 時間: 5月 20日 15:00-15:15

屈折法・広角反射法による糸魚川ー静岡構造線中部の上部地殻構造

Upper crustal structure beneath the Itoigawa Shizuoka Tectonic Line, Central Japan by
refraction/wide angle reflection analysis
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１．はじめに
糸魚川－静岡構造線は，中部日本を南北に切る全長250 kmの日本有数の断層帯で，その北部の変位速度は4-9 mm/年に達

する．これまでの研究によれば，この構造線はその北部と南部で大きく構造が異なり，諏訪湖付近に segment境界が存在する
とされていた．糸魚川－静岡構造線断層帯における重点的調査観測は，文部科学省からの委託研究として，断層帯形状，
断層帯周辺の不均質構造と地殻活動，断層帯周辺の変動地形，断層の活動履歴を解明し，この断層帯で発生する地震に
対する高精度強震動予測モデルを構築することを目指し，平成 17年度 (2005年)から本調査が 5ヶ年計画で実施されてい
る．これまでの反射法地震探査によれば，諏訪湖より北の部分では東傾斜の断層面がイメージングされ，南部では西傾
斜の構造が得られてきた．2007年，諏訪湖をほぼ東西に横断する反射法地震探査が実施された．

２．データ及び解析
2007年度には，セグメント境界のより深部の地下構造を明らかにする為に，長野県辰野から諏訪に至る全長約 22km

の測線において反射法及び屈折法・広角反射法地震探査が行われた．この探査は，糸魚川‐静岡構造線断層帯を諏訪湖
付近で直交する様に設定された．陸上の受振点間隔は 12.5-25mとし，諏訪湖では湖底にハイドロフォンを設置して受振
点間隔を 12.5mとした．総受振点数は 930点である．陸上の震源は大型バイブレーター 4台で，その発震点間隔を 200m
とした．断層帯近傍では，中型バイブレーター 1台を 25m間隔で発震された．一方，湖上ではエアガンを用い，12.5m
間隔で発震させた．更に屈折法解析のために，測線両端において 100kgのダイナマイト発震が行われた．この探査の反
射法による結果は，池田ほか (2008)で示されており，糸魚川‐静岡構造線と対応すると思われる諏訪湖東岸から西傾斜
する反射イベントや西岸から東傾斜する反射イベントが確認されている.
得られた発震記録は概ね良好で，明瞭な初動と共に，多くの後続波が確認できた．特に測線西側での発破記録を含む

多くのショット点から諏訪湖東岸から西傾斜する顕著な反射波が初動直後から確認されている．
　本研究ではこの探査で得られた走時データを用いた屈折法解析から，糸魚川‐静岡構造線断層帯を含む対象地域を地震

波速度構造から推定した．対象地域は複雑な地質構造をしていると考えらえるため，複数の手法を用いて信頼性の高い速
度構造の推定をすることが必要である．そこで，ray-tracingによる foward的解析 (岩崎，1986)及び refraction tomography
による inversion的解析 (Zelt and Barton,1998)の双方の手法を用いて得られる結果の信頼性を検証した．また，ray-tracing
においては，refraction tomographyでは扱うことのできない後続波の走時も満足するようなモデルの構築を試みた．

３．結果
解析は現在も進行中であるが，これまでに得られた結果は以下に要約する．
(1)諏訪湖東岸に高角な西傾斜 (70度程度)の速度境界が深さ 4km程度まで確認され，糸魚川‐静岡構造線断層帯の主

段層に対応するものと考えられる．諏訪湖東岸，高角西傾斜という特徴は池田ほか (2008)の反射法処理の結果と調和的
である．

(2)諏訪湖の下には湖盆を埋める湖沼堆積物 (0.7-1.8km/s)が約 1kmの厚さでほぼ水平に堆積している．その下位には
1.9-2.9km/sの層が存在する．これは，諏訪湖周辺に広く分布する塩嶺累層と思われる．さらにその下位には断層の西側
には東に傾斜する層 (3.1-3.8km/s，4.3-4.8km/s，5.2-5.7km/s)が深さ 5km位まで存在する．断層の東側には西側と比べ，
やや速い西側に傾斜する層 (4.7-5.7km/s)が存在する．

(3)測線西側の辰野付近は，天竜川流域であるため，低速度層 (2.1-2.9km/s)が盆状に数 100mの厚さで存在する．断層
帯近傍ではこの下位に厚い 3.1-4.8km/sの層が見られたが，ここでは約 1kmと薄くなっており，下位に 5.2-km/sの層が
存在する．


